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2019 年度　浅野中学【算数】大問５
 
〔図６〕のような一辺の長さが３ｃｍの正六角形ＡＢＣＤＥＦがあります。
点Ｐは辺ＡＢ上を動くことができ、点Ｑは辺ＣＤ上を動くことができます。
ＰＱを２：１に分ける点をＲとするとき、次の問いに答えなさい。 

（１）
点Ｐが点Ａに止まっていて、点Ｑが辺ＣＤ上を点Ｃから点Ｄまで動くとき、
点Ｒの動く線の長さを求めなさい。

（２）
点Ｑが点Ｃに止まっていて、点Ｐが辺ＡＢ上を点Ａから点Ｂまで動くとき、
点Ｒの動く線の長さを求めなさい。
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（３）
点Ｐが辺ＡＢ上を、点Ｑが辺ＣＤ上をそれぞれ自由に動くとき、
点Ｒの動くことができる範囲を、〔図７〕の例のように解答用紙の斜線で示しなさい。

（４）
（３）で求めた範囲の面積は、正六角形ＡＢＣＤＥＦの面積の何倍になりますか。

（５）
点Ｒが（３）で求めた範囲を動くとき、正三角形ＥＦＲの面積が最も小さくなるのは、
三角形ＥＦＲの面積が、正六角形ＡＢＣＤＥＦの面積の何倍になるときですか。
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